
酒田天然ガス

ボ
イ
ラ
ー
燃
転
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減

東
北
東
ソ
ー
化
学
、運
用
改
善
に
も

北陸ガス

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
実
績
積
み
上
げ

「
ガ
ス
で
可
能
」理
解
浸
透

化
学
メ
ー
カ
ー
の
東
北
東
ソ

ー
化
学
（
山
形
県
酒
田
市
）
は

今
春
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
転
換

を
図
り
、
Ａ
重
油
仕
様
機
を
都

市
ガ
ス
仕
様
機
に
更
新
し
た
。

都
市
ガ
ス
は
酒
田
天
然
ガ
ス
が

中
圧
導
管
を
延
伸
し
て
供
給
し

て
お
り
、
都
市
ガ
ス
の
利
用
拡

大
を
通
じ
て
地
元
企
業
の
低
炭

素
化
に
貢
献
し
て
い
る
。

か

せ
い

東
北
東
ソ
ー
化
学
は
、
苛
性

ソ
ー
ダ（
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

と
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
の
塩
化
物
を
生
産
し
て
い

る
。
苛
性
ソ
ー
ダ
の
生
産
能
力

は
年
間
約
６
万
５
千
㌧
。
水
道

水
の
消
毒
用
な
ど
で
使
わ
れ
て

い
る
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

は
同
約
６
万
１
千
㌧
の
生
産
が

可
能
で
、
東
北
エ
リ
ア
で
は
大

き
な
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
お
り
、

東
北
各
地
の
安
全
な
水
道
水
の

安
定
供
給
を
支
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
苛
性
ソ
ー
ダ
と
塩

化
物
の
生
産
工
程
に
お
い
て
、

水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
濃
縮
工
程

や
乾
燥
工
程
な
ど
で
蒸
気
を
活

用
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
に
東
ソ
ー
グ
ル

ー
プ
が
「
５０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
挑
戦
」
を
目
標
に

掲
げ
た
こ
と
が
燃
転
を
検
討
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
途
中

段
階
の
目
標
と
し
て
「
３０
年
度

ま
で
に
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）

排
出
量
を
１８
年
度
比
で
３０
％
削

減
」
も
掲
げ
て
い
る
。
ボ
イ
ラ

ー
の
更
新
時
期
が
迫
る
中
、
Ｃ

Ｏ
２

削
減
策
の
一
環
と
し
て
、

以
前
か
ら
酒
田
天
然
ガ
ス
か
ら

提
案
を
受
け
て
い
た
都
市
ガ
ス

の
活
用
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
た
。

菅
原
清
工
場
長
兼
生
産
技
術

管
理
部
長
は
「
重
油
の
継
続
使

用
と
都
市
ガ
ス
の
新
規
導
入
と

で
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
も
含
め

た
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を
当
社
独

自
の
計
算
方
法
で
比
べ
る
と
、

都
市
ガ
ス
の
方
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
そ
れ
が
大
き
な
要
因
と

な
り
、
実
現
に
向
け
て
進
ん

だ
」
と
振
り
返
る
。

ボ
イ
ラ
ー
の
使
用
年
数
は
お

お
よ
そ
２０
年
。
世
界
的
に
脱
炭

素
化
に
向
け
た
動
き
が
加
速
す

る
中
、今
後
２０
年
間
、重
油
を
使

い
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ

う
と
い
っ
た
判
断
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
生
産
技
術
管
理
部
の

小
野
幸
樹
さ
ん
は
「
重
油
ボ
イ

ラ
ー
に
更
新
し
た
と
し
て
も
、

重
油
に
含
ま
れ
る
硫
黄
分
が
原

因
で
１０
年
後
に
は
ボ
イ
ラ
ー
の

劣
化
（
腐
食
）
が
進
み
、
部
品

交
換
や
故
障
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
っ
た
。
都
市
ガ
ス
の
方

が
故
障
を
防
ぎ
、
安
定
供
給
を

実
現
で
き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
抑
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
」
と
話
す
。

さ
ら
に
、「
東
日
本
大
震
災

の
時
に
重
油
は
備
蓄
し
て
い
た

が
、
非
常
時
の
燃
料
確
保
の
危

う
さ
を
感
じ
た
」（
菅
原
工
場

長
）。
一
方
、
都
市
ガ
ス
の
中

圧
導
管
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が

な
か
っ
た
こ
と
も
都
市
ガ
ス
へ

の
燃
転
の
決
め
手
の
一
つ
と
な

っ
た
。

同
社
か
ら
相
談
を
受
け
た
酒

田
天
然
ガ
ス
は
、
中
圧
導
管
の

整
備
な
ど
を
検
討
し
た
。
酒
田

天
然
ガ
ス
の
太
田
秀
樹
取
締
役

営
業
部
長
は「（
東
北
東
ソ
ー
化

学
の
工
場
敷
地
面
積
が
東
京
ド

ー
ム
９
個
分
と
広
い
た
め
）
近

隣
の
既
存
の
中
圧
導
管
か
ら
延

伸
す
る
ル
ー
ト
や
供
給
形
態
に

い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
っ
た

が
、
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
位
置
な

ど
も
考
慮
し
、
全
体
の
工
事
費

を
抑
え
ら
れ
る
提
案
が
で
き
る

よ
う
工
夫
し
た
」と
振
り
返
る
。

新
た
に
中
圧
Ｂ
導
管
（
１
５

０
Ａ
）
を
９５
㍍
整
備
。
重
油
燃

料
の
ボ
イ
ラ
ー
（
換
算
蒸
気
量

毎
時
２
㌧
）
５
台
を
都
市
ガ
ス

燃
料
の
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
（
同

２
・
５
㌧
、
三
浦
工
業
製
）
４

台
に
更
新
し
、
今
年
の
３
月
か

ら
運
転
を
開
始
し
た
。

東
北
東
ソ
ー
化
学
は
、
重
油

を
使
い
続
け
た
場
合
と
比
べ
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
年
間
約
１
５

０
０
㌧
削
減
で
き
る
と
見
込

む
。
一
方
、
酒
田
天
然
ガ
ス
は

こ
れ
ま
で
の
都
市
ガ
ス
年
間
販

売
量
の
約
４
割
に
相
当
す
る
同

約
２
０
０
万
立
方
㍍
を
同
社
に

供
給
す
る
。
燃
転
を
通
じ
、
双

方
が
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、
燃
転
は
東
北
東
ソ
ー

化
学
の
運
用
面
で
の
改
善
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。
従
来
は
、

工
場
敷
地
の
北
端
に
重
油
タ
ン

ク
を
置
い
て
お
り
、
そ
の
近
く

に
ボ
イ
ラ
ー
を
置
い
て
い
た
。

燃
転
に
伴
い
、
ボ
イ
ラ
ー
の
設

置
場
所
の
制
約
が
な
く
な
っ
た

た
め
、
ボ
イ
ラ
ー
は
工
場
敷
地

の
中
央
部
に
設
置
し
、
蒸
気
を

必
要
と
す
る
各
所
に
効
率
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

「
夏
場
は
従
来
と
の
違
い
を

ま
だ
感
じ
な
い
が
、
冬
に
な
る

と
外
気
温
が
下
が
り
、
ド
レ
ン

化
し
や
す
く
な
る
。
蒸
気
発
生

量
に
対
す
る
使
用
量
に
つ
い

て
、
従
来
と
の
違
い
を
冬
に
確

認
し
た
い
」（
菅
原
工
場
長
）

重
油
の
残
量
管
理
な
ど
の
手

間
も
解
消
で
き
た
。
従
来
は
、

重
油
の
受
け
入
れ
時
に
担
当
者

が
立
ち
合
い
、
受
け
入
れ
量
を

管
理
し
て
い
た
。
経
営
管
理
部

の
梶
原
直
行
購
買
・
物
流
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
「
残
量
の
管

理
や
急
な
発
注
な
ど
が
不
要
と

な
り
、
輸
送
業
者
と
の
交
渉
の

手
間
も
な
い
。
実
務
面
で
か
な

り
省
力
化
に
な
っ
て
い
る
」
と

変
化
を
指
摘
す
る
。

東
北
東
ソ
ー
化
学
は
今
後
、

電
力
需
要
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
の
削
減
に
も
取
り
組
む
方

針
。
酒
田
天
然
ガ
ス
は
、
東
北

東
ソ
ー
化
学
の
燃
転
事
例
を
前

例
に
、
都
市
ガ
ス
へ
の
燃
転
の

提
案
に
注
力
す
る
。

北
陸
ガ
ス
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
高
効
率
ガ
ス
機

器
の
活
用
に
よ
る
需
要
家
の
省

エ
ネ
、
省
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭

素
）
の
促
進
に
貢
献
し
て
い

る
。
自
社
の
三
条
事
務
所
（
新

潟
県
三
条
市
）
の
建
て
替
え
を

皮
切
り
に
、
す
で
に
１０
件
近
い

案
件
を
手
掛
け
て
お
り
、
知
見

の
蓄
積
も
進
ん
で
い
る
。
県
内

の
他
の
ガ
ス
事
業
者
に
と
っ
て

も
、
電
化
へ
の
需
要
離
脱
を
防

止
す
る
上
で
頼
も
し
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
。

北
陸
ガ
ス
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
の
は

２
０
２
３
年
６
月
。
そ
の
背
景

に
は
営
業
現
場
の
強
い
危
機
感

が
あ
っ
た
。
営
業
部
エ
ネ
ル
ギ

ー
企
画
グ
ル
ー
プ
の
山
本
亮
平

さ
ん
は
説
明
す
る
。

「
前
年
の
２２
年
ご
ろ
か
ら
新

潟
県
内
で
も
事
業
所
な
ど
を
建

て
替
え
る
際
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
志
向

す
る
自
治
体
や
企
業
が
増
え
始

め
た
。
設
計
事
務
所
に
は
『
Ｚ

Ｅ
Ｂ
�
電
化
』
と
い
う
先
入
観

が
強
く
、
建
て
替
え
前
は
ガ
ス

を
使
用
し
て
い
た
物
件
が
オ
ー

ル
電
化
に
切
り
替
わ
る
ケ
ー
ス

が
相
次
い
だ
た
め
、
こ
の
ま
ま

で
は
ま
ず
い
と
考
え
た
」

実
際
に
は
全
て
電
化
し
な
く

て
も
、
空
調
な
ど
で
高
効
率
の

ガ
ス
機
器
を
採
用
す
れ
ば
Ｚ
Ｅ

Ｂ
実
現
は
十
分
に
可
能
だ
。
そ

の
こ
と
を
需
要
家
や
設
計
事
務

所
に
説
得
力
を
持
っ
て
説
明
す

る
た
め
に
は
、
北
陸
ガ
ス
が
自

ら
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
登
録

が
実
現
し
た
頃
、
北
陸
ガ
ス
の

社
内
で
は
三
条
事
務
所
の
建
て

替
え
を
検
討
し
て
い
た
。
山
本

さ
ん
は
「
自
社
物
件
の
建
て
替

え
計
画
が
ち
ょ
う
ど
進
ん
で
い

た
の
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ

た
。
三
条
事
務
所
に
お
け
る
導

入
設
備
の
仕
様
の
検
討
な
ど
を

通
じ
て
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

る
。三

条
事
務
所
で
は
、
空
調
と

給
湯
に
都
市
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
た
。
そ
の
他
、
外
皮
断

熱
や
Ｌ
ｏ
ｗ
―
Ｅ
ガ
ラ
ス
、
照

度
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
具
備
し
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
に
加
え
、

屋
上
に
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
（
１７
・
２２
㌔
㍗
）
を
設
置
し

た
こ
と
で
、
年
間
の
１
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
７６
％
削
減
を
実

現
。
こ
れ
に
よ
り
ニ
ア
リ
ー
Ｚ

Ｅ
Ｂ
の
認
証
を
取
得
し
た
。

な
お
、
空
調
機
は
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
製
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
、
給
湯
器
は

エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
４
台
を
導
入
し

た
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
標
準
タ
イ
プ
に

比
べ
て
効
率
が
約
２０
％
向
上
し

た
高
効
率
の
機
器
を
２
台
連
結

し
た
シ
ス
テ
ム
（
冷
房
能
力
９１

・
５
㌔
㍗
）
を
構
築
。
空
調
は

電
気
エ
ア
コ
ン
も
併
用
し
て
い

る
が
、
建
物
全
体
の
空
調
需
要

の
８０
〜
９０
％
を
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
担
っ

て
い
る
。
ま
た
、
太
陽
光
で
発

電
し
た
電
気
は
平
日
に
は
基
本

的
に
全
量
を
自
家
消
費
し
て
お

り
、
年
間
通
じ
て
電
力
消
費
量

の
２８
％
程
度
を
賄
え
て
い
る
。

三
条
事
務
所
は
２４
年
６
月
の

完
成
後
、
北
陸
ガ
ス
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
知
見
や

実
績
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。
自
治
体
や
設

計
事
務
所
を
対
象
に
し
た
説
明

会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
同
事
務
所
で

積
極
的
に
開
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、

「
電
化
で
な
け
れ
ば
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は

無
理
と
い
う
誤
解
は
相
当
払
拭

さ
れ
、
高
効
率
ガ
ス
機
器
の
採

用
で
可
能
と
い
う
理
解
が
浸
透

し
て
き
た
」（
山
本
さ
ん
）。

三
条
事
務
所
に
続
く
第
２
号

案
件
は
、
三
条
信
用
金
庫
の
吉

田
支
店
（
新
潟
県
燕
市
）
だ
。

三
条
事
務
所
と
同
様
に
、
高
効

率
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
年
間
の

１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
７９

％
削
減
。
ニ
ア
リ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の

認
証
を
取
得
し
た
。
こ
の
よ
う

に
実
績
を
積
み
重
ね
る
中
で
、

企
業
や
設
計
事
務
所
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
は
増
え
て
お
り
、
現

在
も
複
数
の
物
件
が
進
行
中

だ
。そ

の
な
か
に
は
北
陸
ガ
ス
の

都
市
ガ
ス
供
給
エ
リ
ア
外
の
物

件
も
あ
る
。
同
社
に
と
っ
て
直

接
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
が
、

「
金
融
機
関
な
ど
県
内
に
複
数

の
拠
点
を
持
つ
需
要
家
の
場

合
、
当
社
エ
リ
ア
内
の
拠
点
も

今
後
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
対
象
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
時
、
ガ
ス

Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
す
る
た
め
に
は
エ
リ

ア
外
で
も
実
績
を
残
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
」（
山
本
さ
ん
）

と
の
問
題
意
識
か
ら
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
関
与
し
て
い

る
。
北
陸
ガ
ス
を
中
心
に
県
内

の
ガ
ス
事
業
者
が
連
携
し
て
電

化
を
食
い
止
め
て
い
る
形
で
、

ガ
ス
機
器
販
売
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
当
該
エ
リ
ア
の
都
市

ガ
ス
会
社
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
て

い
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
知
見
獲
得
の
一
環
と
し
て
、

日
本
ガ
ス
協
会
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
）
が

昨
年
初
め
て
開
い
た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ

ラ
ン
ナ
ー
会
議
に
も
参
加
し

た
。
山
本
さ
ん
は
「
同
会
議
で

知
り
合
っ
た
他
の
ガ
ス
会
社
の

担
当
者
と
は
そ
の
後
も
情
報
交

換
を
し
て
い
る
」
と
参
加
し
た

意
義
を
話
す
。
こ
の
よ
う
に
事

業
は
順
調
だ
が
、
一
方
で
課
題

も
い
く
つ
か
生
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
手
掛
け
た

の
は
全
て
新
築
案
件
だ
が
、
一

層
の
事
業
拡
大
の
た
め
に
は
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
相
対

的
に
高
い
既
築
の
改
修
案
件
に

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
手
掛
け
る
案
件
が
増
え
る

中
で
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
計
算
が
で
き

る
人
材
の
育
成
も
急
が
れ
て
い

る
。

今春から稼働開始した都市ガス仕様のボイラー

（
左
か
ら
）
梶
原
直
行
購
買
・

物
流
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
菅

原
清
工
場
長
兼
生
産
技
術
管
理

部
長
、
小
野
幸
樹
さ
ん

ボ
イ
ラ
ー
室
脇
の
ガ
ス
メ
ー
タ

ー
回
り
の
配
管
。
中
圧
Ｂ
ス
ト

レ
ー
ト
で
ボ
イ
ラ
ー
室
に
供
給

し
て
い
る

山本亮平さん
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需
要
家
の
Ｃ
Ｏ

2

削
減
支
援

業
界
挙
げ
て
燃
転
、ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ

日
本
ガ
ス
協
会
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
）
は
今
年
６
月
に
策
定
し
た
「
ガ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」
で
、「
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
す
る
」
と
い
う
都
市
ガ
ス
業
界
全
体
の
使
命
を
新
た
に
掲
げ
た
。
需
要
家
に
と
っ
て
重
要
性
が
増
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）

化
や
低
炭
素
化
は
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
。
具
体
的
に
は
、
天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料
転
換
（
燃
転
）
や
、
燃
料
電
池
な

ど
の
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）

が
当
面
の
有
効
な
手
段
に
な
る
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
は
勉
強
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
会
員
事
業
者
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
酒
田
天
然

ガ
ス
（
燃
転
）
と
北
陸
ガ
ス
（
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）
の
最
新
の
事
例
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

「
ガ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５

０
」
で
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て

最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
こ
と
が
使
命
と
し
て
掲

げ
ら
れ
た
背
景
に
は
、
需
要
家

が
求
め
る
価
値
が
多
様
化
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
低
廉
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

る
こ
と
な
く
重
要
視
さ
れ
る

が
、
そ
れ
に
加
え
て
Ｃ
Ｎ
な
ど

の
環
境
性
や
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
強
じ
ん
性
）
な
ど
の
供
給
安

定
性
の
観
点
も
重
要
度
が
高
ま

っ
て
い
る
。

な
か
で
も
国
が
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
な
ど
温
室
効
果
ガ

ス
の
高
い
排
出
削
減
目
標
を
掲

げ
、
排
出
量
取
引
な
ど
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
Ｃ
Ｐ
）
の

社
会
実
装
も
近
付
く
中
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
低
炭
素
化
・
脱
炭
素

化
は
、
産
業
部
門
な
ど
の
大
口

需
要
家
に
と
っ
て
避
け
ら
れ
な

い
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
ニ
ー
ズ
に
確
実
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
は
、
都
市
ガ
ス
事

業
者
に
と
っ
て
、
Ｃ
Ｎ
時
代
に

も
地
域
経
済
を
支
え
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
事
業
者
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素
と
言

え
る
。

幸
い
な
こ
と
に
、
都
市
ガ
ス

の
原
料
と
し
て
現
在
使
わ
れ
て

い
る
天
然
ガ
ス
は
、
化
石
燃
料

の
中
で
は
最
も
環
境
性
に
優
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
ま
た
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
網
な
ど
都
市
ガ
ス

の
供
給
イ
ン
フ
ラ
は
、
将
来
的

に
天
然
ガ
ス
か
ら
ｅ
―

メ
タ
ン

な
ど
に
替
わ
っ
た
場
合
に
も
そ

の
ま
ま
使
え
る
。
そ
の
た
め
、

ガ
ス
需
要
を
維
持
・
拡
大
し
て

い
く
こ
と
は
Ｃ
Ｎ
時
代
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
全
体
の
効
率

性
を
追
求
す
る
上
で
も
重
要
な

こ
と
だ
。
ま
た
、
電
化
一
辺
倒

で
な
く
、
地
域
に
都
市
ガ
ス
イ

ン
フ
ラ
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
に
も
大

き
く
寄
与
す
る
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、

「
ガ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」

と
セ
ッ
ト
で
策
定
さ
れ
た
２
０

３
０
年
ま
で
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
示
し
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
で
は
、
四

つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し

て
「
省
エ
ネ
・
天
然
ガ
ス
シ
フ

ト
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

す
る
」
を
掲
げ
た
。
天
然
ガ
ス

の
普
及
拡
大
や
利
用
の
高
度
化

を
推
し
進
め
る
こ
と
で
需
要
家

の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
３０
年
度
に
１３
年
度
と
比
較

し
て
国
内
で
１
８
０
０
万
㌧
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
抑
制
と
い
う

定
量
的
な
目
標
も
設
定
さ
れ

た
。
こ
れ
は
一
般
家
庭
約
７
０

０
万
世
帯
の
年
間
の
排
出
量
に

相
当
す
る
規
模
に
な
る
。

燃
転
に
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

こ
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
の
柱
と
位
置
付
け
ら
れ

る
の
が
、
石
炭
な
ど
他
の
化
石

燃
料
か
ら
天
然
ガ
ス
へ
の
燃
料

転
換
だ
。
ま
た
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
工
業

炉
、
ボ
イ
ラ
ー
、
ガ
ス
空
調
、

高
効
率
給
湯
器
な
ど
省
エ
ネ
性

の
高
い
ガ
ス
機
器
の
導
入
を
需

要
家
に
促
す
。

燃
転
の
取
り
組
み
の
歴
史
は

古
く
、
１
９
６
９
年
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

初
導
入
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の

後
、
業
界
を
挙
げ
て
推
し
進
め

て
き
た
結
果
、
天
然
ガ
ス
の
導

入
は
着
実
に
進
み
、
産
業
分
野

の
需
要
規
模
は
約
半
世
紀
で
２

０
０
億
立
方
㍍
ま
で
拡
大
し
て

い
る
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
が
燃
転
に
つ
い
て
定

量
的
な
調
査
を
始
め
た
２
０
１

０
年
度
以
降
で
見
る
と
、
累
計

の
規
模
は
、
２４
年
度
ま
で
に
約

７
５
０
０
件
、
約
４２
億
立
方
㍍

ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は

足
元
の
都
市
ガ
ス
販
売
量
の
１

割
強
に
相
当
す
る
規
模
で
、
燃

転
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
量
は

お
お
よ
そ
４
８
０
万
㌧
に
達
し

て
い
る
。

そ
れ
で
も
ボ
イ
ラ
ー
や
自
家

用
発
電
設
備
な
ど
の
設
備
で
石

炭
や
重
油
を
燃
料
と
し
て
使
用

し
て
い
る
工
場
な
ど
は
全
国
に

ま
だ
ま
だ
多
い
。
直
近
の
２４
年

度
の
転
換
量
も
１
億
８
千
万
立

方
㍍
（
Ｃ
Ｏ
２

削
減
量
約
２０
万

㌧
）
あ
り
、
燃
転
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
依
然
と
し
て
大
き
い
と

言
え
る
。

実
際
、
産
業
分
野
で
使
わ
れ

て
い
る
燃
料
の
内
訳
を
見
る

と
、
都
市
ガ
ス
の
１
０
０
１
Ｐ

Ｊ
（
ペ
タ
ジ
ュ
ー
ル
）
に
対
し

て
、
石
炭
や
重
油
を
合
わ
せ
た

規
模
は
ま
だ
９
０
０
Ｐ
Ｊ
も
あ

る
。
こ
の
９
０
０
Ｐ
Ｊ
の
全
て

が
天
然
ガ
ス
に
燃
転
さ
れ
た
場

合
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
２
６
０

０
万
㌧
も
削
減
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
政
府
が

国
際
社
会
に
対
し
て
約
束
し
た

３０
年
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
目
標
）
で
あ
る
「
１３

年
度
比
４６
％
削
減
」
の
約
４
％

に
相
当
す
る
量
に
な
る
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
で
は
、「
ガ
ス
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
５
０
」「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
の
公
表

や
国
の
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
の
策
定
な
ど
を
受
け

て
、
燃
転
の
一
層
の
推
進
に
向

け
た
課
題
の
再
整
理
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

ガ
ス
設
備
で
3
Ｅ
も
同
時
達
成

１
８
０
０
万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
抑
制
と
い
う
目
標
の
達
成

手
段
の
一
つ
に
、
ガ
ス
機
器
を

利
用
し
た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
普
及
拡
大

も
あ
る
。
Ｚ
Ｅ
Ｂ
と
は
省
エ
ネ

や
創
エ
ネ
の
機
器
の
導
入
に
よ

り
、
消
費
す
る
年
間
の
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
正
味
ゼ
ロ
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
た
建
物

で
、
建
築
物
分
野
に
お
け
る
脱

炭
素
対
策
の
柱
に
な
っ
て
い

る
。Ｚ

Ｅ
Ｂ
の
実
現
だ
け
を
単
純

に
目
指
す
場
合
、
電
化
が
採
用

さ
れ
が
ち
だ
が
、
３
Ｅ
（
安
定

供
給
、
経
済
効
率
性
、
環
境
適

合
）
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
れ

ば
、
ガ
ス
設
備
も
併
用
し
た
方

が
望
ま
し
い
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
例
え
ば
、
経
済
効
率
性
の

観
点
で
は
、
空
調
設
備
な
ど
に

ガ
ス
を
採
用
す
る
こ
と
で
購
入

電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
が
で

き
、
契
約
電
力
抑
制
に
よ
る
電

気
料
金
削
減
に
つ
な
が
る
。

安
定
供
給
の
観
点
で
も
、
電

気
と
ガ
ス
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
多
重
化

さ
れ
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
。
具
体
的
に

は
、
停
電
対
応
型
の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
Ｇ

Ｈ
Ｐ
を
採
用
す
れ
ば
、
大
規
模

災
害
な
ど
に
よ
り
系
統
電
力
が

途
絶
し
た
場
合
で
も
、
屋
内
へ

の
電
力
供
給
を
継
続
で
き
る

他
、
空
調
や
給
湯
の
機
能
も
維

持
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
災
害
時
に
は
地

域
住
民
の
避
難
所
に
な
る
よ
う

な
公
共
施
設
で
は
、
ガ
ス
設
備

を
活
用
し
た
Ｚ
Ｅ
Ｂ
で
あ
る
こ

と
が
特
に
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
点
を
需
要
家

に
自
ら
訴
求
す
る
た
め
、
Ｚ
Ｅ

Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
登
録
す

る
都
市
ガ
ス
事
業
者
も
増
え
て

い
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
関
す
る
技
術
や
知
見

を
持
ち
、
建
築
設
計
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
需
要
家
向
け
の

相
談
窓
口
設
置
な
ど
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

実
現
に
向
け
た
業
務
支
援
を
行

う
事
業
者
の
こ
と
。
１７
年
度
の

制
度
創
設
以
来
、
登
録
件
数
は

着
実
に
増
え
て
お
り
、
今
年
２

月
末
現
在
で
、
合
計
７
７
５
社

に
達
し
て
い
る
。
都
市
ガ
ス
事

業
者
で
は
、
東
京
ガ
ス
、
Ｄ
ａ

ｉ
ｇ
ａ
ｓ
エ
ナ
ジ
ー
、
東
邦
ガ

ス
エ
ナ
ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、西
部
ガ
ス
、北
海
道
ガ
ス
、

静
岡
ガ
ス
、
サ
ー
ラ
エ
ナ
ジ

ー
、
京
葉
ガ
ス
、
北
陸
ガ
ス
、

岡
山
ガ
ス
、
長
野
都
市
ガ
ス
、

佐
賀
ガ
ス
な
ど
が
資
格
を
取
得

し
て
い
る
。

事
業
者
の
取
り
組
み
後
押
し

Ｊ
Ｇ
Ａ
で
は
、
会
員
事
業
者

の
燃
転
や
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
普
及
拡

大
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る

た
め
、
説
明
会
や
勉
強
会
を
積

極
的
に
企
画
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
や
ガ
ス
空
調
、
ボ
イ

ラ
ー
、
ガ
ス
厨
房
な
ど
機
器
別

に
営
業
担
当
者
な
ど
を
対
象
に

し
た
研
修
・
講
習
会
を
開
催
し

て
い
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
関
連
で
は
、
主
要
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
公

共
施
設
に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た

「
公
共
施
設
に
お
け
る
ガ
ス
Ｚ

Ｅ
Ｂ
勉
強
会
」
を
、
国
や
地
方

自
治
体
関
係
者
、
設
計
事
務

所
、
建
設
会
社
、
会
員
事
業
者

を
対
象
に
開
催
。
ま
た
、
Ｚ
Ｅ

Ｂ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
を
取
得

し
た
会
員
事
業
者
に
よ
る
意
見

交
換
の
場
と
し
て
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
プ

ラ
ン
ナ
ー
会
議
」
も
昨
年
度
よ

り
新
た
に
開
始
し
、
今
年
度
は

１０
月
に
開
催
予
定
だ
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
の
サ
イ
ト
に
開
設
し

た
「
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ポ
ー
タ
ル
」

で
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
関
す
る
情
報

と
と
も
に
、
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
た
「
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
事

例
」
を
掲
載
し
て
お
り
、
事
例

紹
介
を
通
し
て
ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の

メ
リ
ッ
ト
の
訴
求
と
ガ
ス
Ｚ
Ｅ

Ｂ
の
認
知
向
上
の
た
め
の
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
、
新
た
に
ガ
ス
Ｚ
Ｅ

Ｂ
の
ロ
ゴ
を
作
成
・
発
信
し
て

お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
６
月

に
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し

た
。
同
ロ
ゴ
は
Ｊ
Ｇ
Ａ
の
正
会

員
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
「
強
じ
ん
で

快
適
な
省
エ
ネ
社
会
を
実
現

し
、
お
客
さ
ま
と
地
域
の
Ｃ
Ｎ

化
に
貢
献
」
す
る
手
段
と
し

て
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
と
も
に
あ
ら
た

め
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
説
明
会
や
勉
強
会
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
や
内
容
の
拡
充

・
改
良
を
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

名称 対象

コージェネ講座 正会員

ガス空調教育研修 正会員

ボイラ転換講習会 正会員

蒸気省エネ講習会 正会員

工業炉の座学及び熱計測実習 正会員

燃焼安全セミナー 正会員

業務用ガス厨房研修会 正会員

ガス ZEB勉強会（正会員向け） 正会員

公共施設におけるガス ZEB勉強会 自治体関係者、正会員

ZEBプランナー会議 正会員（ZEBプランナー）

脱炭素地域づくり勉強会 自治体関係者、正会員

既存集合住宅省エネ化に向けた説明会
※日本ガス石油機器工業会・日本ガス体エ
ネルギー普及促進協議会との共催

賃貸管理会社・施工事業者、正会員

省エネ基準適合義務化に向けたWEB
プログラム説明会 建築関係者、正会員

ガ
ス
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク出典：都市ガス事業便覧及び総合エネルギー統計２０２２を基に作成

燃料転換の推移（2010 年度以降）

日本ガス協会が直近 1年で開催した主な説明会・勉強会

燃料転換によるCO2 削減ポテンシャル
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